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  まず第一に、子どもたちが「書いてみたい、誰かに伝えたい」
と思える学習課題を設定することが、書くエネルギーにつなが
ります。中島先生は、子どもにとって本当に必要感のある相手
意識や目的意識があるかが大切だとお話されていました。

子どもの「書く」意欲を育てるために
　中島 麗子 先生(熊本市立向山小学校)

その１.単元との出合いで一工夫

  ４年生「話を聞いて質問しよう」
の単元では、右のような学習シート
を作成されていました。先生の顔
を描けるのも思いが膨らんでいい
ですね！
  さらに、このシートも使って１枚のポートフォリオに学びの
足跡をまとめられていました。単元初めに高まった気持ちを
もち続け、子ども自身が学びを自覚するのにも役立ちますね！

その２.複合単元をうまく活用
  教科書は複数の単元が強い関係をもって並んでいること
があります。「教科書はよく考えて作られています！！」
　例えば、４年生では、読むこと「文章の組み立てをとら
えよう」の後に、書くこと「わたしのクラスの『生き物図
鑑』」が配置されており、どちらも【段落どうしのまとま
り】について考えます。こうした複合単元をうまく活用す
ることで、子どもたちが見通しをもって学んだり、学ぶ意
味をより実感したりすることができます。また、中島先生
は既習教材と関連づけたり、ローマ字指導とロイロノート
を組み合わせたりして、単元をデザインされていました。

その３.日常的に書く活動を継続 ＆ 価値付け
  最後に、やっぱり継続は力なりです。日常的にちょこっと
書く→教師•子ども同士が価値付け。このサイクルが大切！
中島先生のノート指導のお話も大変興味深かったです！！



  「対話的な学びを充実させたい」と、課題（問い）を工夫し
たり学習の展開や話し合う形態（空間）を工夫したり、先生方
も何かしら手立てを考えたことがあるのではないでしょうか？
  中里先生は、「対話スキル」に着目して熊本大学の北川雅浩
先生と共同研究されています。今回は北川先生が提唱されてい
る"５ラインズ”を活用した実践について、中学年と高学年の取
り組みを中心にご発表いただきました。

５ラインズとは、
子供たちの対話力
の実態や課題を
捉えるための
対話力の指標。 →教師も、子供も、どんなスキルを身に付けていけばよい

   かを検討することができる！

　低・中学年ではゲームやアクティビティを中心に、
高学年では「対話ノート」で自己評価したり友達の実演
を観察したりして、対話力の自覚化に取り組んでおられ
ました。子どもたちの意識の
変化も見られたようです！

対話力の自覚化ー対話力の指標５ラインズの活用ー
　中里 宏 先生(熊本市立楠小学校)

その１.対話スキルに着目！「５ラインズ」 その２.対話力自覚化の実践

　まず、この指標をもとに、自分の学級の対話のようすを分析
してみるのもいいですね！中里先生も、そこから伸ばしたいラ
インを意識してアクティビティを行ったり、日々の授業で価値
付けしたりされていました。

　高学年の子どもたちでは、特に「観察した友達からア
ドバイスをもらう」という方法が、対話力を高めるために
役立ったと感じたようです！

もう少し詳しく知りたい方は、右のQRもう少し詳しく知りたい方は、右のQRもう少し詳しく知りたい方は、右のQR
コードからメールしていいそうです！コードからメールしていいそうです！コードからメールしていいそうです！
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